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今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
様
々
な
企
業
で
影
響
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

就
職
活
動
真
っ
只
中
の
学
生
達
も
大
変
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
私
ど
も
の
会
社
に
も
学
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
数
件
あ
り
ま
し
た
が
、
中
に
は

「
御
社
で
は
就
職
の
斡
旋
も
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
よ
う
な
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
ま
し
た
。
何
を
見
て
連
絡
し
て
き
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
メ
デ
ィ
ア
で
「
内
定
取
消
」
や
大
手
企
業
が
次
々
と
「
採
用
縮
小
」
と
報
道
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
「
は
た
し
て
就
職
出
来
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
に
な
っ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
売
り
手
市
場
だ
っ
た
新
卒
採
用
市
場
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一
気
に
買
い
手
市
場
に
な
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。
良

い
人
財
を
採
用
し
た
い
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
と
も
言
え
ま
す
が
、
学
生
達

に
と
っ
て
は
想
像
を
超
え
る
衝
撃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
面
接
が

出
来
る
会
社
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
会
社
訪
問
も
し
づ
ら
い
状
況
で
は
、
会
社

の
雰
囲
気
を
掴
む
の
も
困
難
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
想
定
外
の
動
き
と
な
り
、
就
職
活
動
に
遅
れ
を
と
っ
た
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
前
を
向
き
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
も

学
生
達
と
向
き
合
い
、
良
い
人
財
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
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「
採
用
に
つ
い
て
」

創業者三塚信二追悼企画 

三塚語録
三塚語録では、創業者三塚信二が生前よく口にしていた言葉を
取り上げ、社員たちの思い出とともに紹介して参ります。１年
間複数回に分けて取り上げていく予定ですので、皆様の思い出
と照らし合わせながらお読みいただけましたら幸いです。

第５回　「やってみろ」
　「明日からの研修、声出しの指
導をやってみろ」所長の三塚から
入社３日目の私に告げられた言葉
です。この一言で、私の講師助手
デビューはあっさり、そして衝撃
的に決まりました。今にして思え
ば新人に声出しの指導から行わせ
るのは理解出来ますが、当時の私
にとって、指導する側になるのは
まだ先の事だと思っていた為、唖
然としました。「練習もしていな
いのに無理だ」「もしかしたら冗
談なのでは？」等と、色々な思い
が頭の中を駆け巡りました。しか
し、他の先輩や上司も本気の様
子。最後は所長から「ちゃんと脇
で見てるから安心してやってみ
ろ」と言われ覚悟を決めました。 

　当日再度所長から「隣にいるか
ら安心しろ」と言われ安心してい
ましたが、いざ本番となった時
に、あることに気付いてしまいま
した。それは、所長に見られなが
ら指導する方が何倍もプレッ
シャーがかかるということを。嫌
な汗をかきながらも、なんとか担
当の部分を終えた時には、これま
でにないほどの疲労感に襲われた
のを今でも覚えています。 
　所長は何をするにしてもまずは
「やってみろ」という人でした。
「小さくまとまるな」「自分で限
界を決めるな」と言って常に社員
を鼓舞し、様々な経験をさせてく
れました。正直に言って、当時は
言われたことをやるだけで精一杯

でしたし、仕事の「し」の字も知
らない若造によく任せてくれたと
思います。しかし、今にして思え
ば実践を数多く経験させて早く一
人前にしようという気持ちの現れ
だったと理解できます。 
　今後も新型コロナウイルス初め
様々な困難が待ち構えていると思
いますが、壁にぶつかり迷った時
こそ、「やってみろ」の精神で挑
戦していこうと想います。

　ストレス社会と言われる現代。
ことコロナ禍では、色々と制限も
あり、余計にストレスも溜まるも
のです。ストレス解消で「たまに
はパーッと！」のつもりが、却っ
てストレスを溜める原因となって
いたらどうでしょう？ 
　今回はアメリカ心理学会が発表
している、ストレス解消のつもり
が、逆にストレスを増やしてしま
うのではないかという項目９つに
ついて紹介します。 

＊ 
１．ギャンブル 
　リスクとリターンのドキドキ感
がたまらないと言っても、意外と
脳を酷使しています。最近ではス
マホゲームでも近いことが起きて
いると言われています。 
２．ショッピング 
　あれもこれもと衝動買い、後に

なって後悔することもあります。 
３．タバコ 
　タバコを吸うとイライラが解消
する…でもそれはニコチンが切れ
た依存症の反応です。体にも財布
にも地味に効いてきます。 
４．お酒 
　やけ酒や深酒は、翌日のパ
フォーマンスにも影響します。
酔った勢いでが思わぬトラブルに
なることもあります。 
５．やけ食い 
　食べ過ぎぎると後悔します。
又、不摂生が続くと肥満となり、
周りの評価を下げたり、ダイエッ
トのストレスもついてきます。 
６．テレビゲーム 
　無駄な時間を費やしてしまった
と後で後悔することがあります。 
７．ネットサーフィン 
時間の浪費もありますが、他人の

SNSに対する妬み、嫉みから、他
人を誹謗中傷する人もいます。 
８．テレビを見る 
　気がつくとテレビをつけて、気
がつくともうこんな時間というこ
ともあります。 
９．映画 
　時間の浪費という問題もありま
すが、見る内容によってストレス
になるという場合もあります。 

＊ 
　適度に行う分には問題ありませ
んが、ストレスが溜まっている時
に行うと悪い意味ではまり込んで
しまいますので、始める前に時間
等の制限を設けたり、目的を持っ
て行ってみて下さい。ストレス解
消で個人的に私がお勧めなのは、
運動、読書、掃除、瞑想です。前
向きな気持ちになりますので、是
非試してみて下さい。（吉田） 

所在地：仙台市青葉区愛子中央3-16-2 
電　話：０２２-３９２-５５１１ 
E-mail：kensyu@business-k.co.jp

■編集後記／「光陰矢の如し」という言葉がありますが、今年は特
に時間が経つのが早いと感じます。コロナの影響で各種行事やイベン
トが中止となり、暮らしにメリハリがなくなっていることも影響して
いると思います。何でもないようなことが幸せだったと思う今日この
頃ですが、コロナを初め何かに流される人生よりも、それを受け止
めその中で自分らしく生きる道を探りたいものです。（吉田）

　カルピスと言えば皆さんも一度は飲んだこ
とがあると思います。しかし、その歴史につ
いて知っている人は少ないのではないでしょ
うか。本書はカルピスの創業者である三島海
雲の半生を綴った１冊です。カルピスが発売
されて１００年以上経過しましたが、三島海
雲がどのような人物で、どのようにしてカル
ピスが発明されたのかを、著者が丹念に調べ
描いています。日清戦争や日露戦争、辛亥革
命等、近代史の事件に直面しながら、時代を
生き抜く三島海雲の物語に引き込まれていき
ます。胸が熱くなる感動の一冊ですので、是
非ご一読下さい。

オススメ図書コーナー
『 カルピスをつくった男 三島海雲 』 
　著　山川　徹

研修プログラム紹介コーナー

　新卒の学生を対象に会社説
明のスピーチを行うというプ
ログラムです。時間は１人１
５分、自社の魅力が存分に伝
わるようアピールしてもらい
ます。良いスピーチを行うた
めのポイントは２つで、内容
と話し方です。内容面では会
社概要を語るだけでなく、聞
き手を引きつけるような強み
をアピール出来るか、今後の
成長性や可能性を示せるかが

大きなポイントです。話し方
では、一本調子にならず、適
度にジェスチャーもつける
等、引きつけるような話し方
が出来るかがポイントです。
管理者が自社の魅力について
話せるか否かは、採用面だけ
でなく部下指導にも直結して
います。管理者とは自社を深
く理解し、未来を見据えて行
動すべき存在だと気付かされ
るプログラムです。

「会社概要スピーチ」

※管理者実践４日間合宿のプログラムです。

社員教育・管理者教育の事なら 

ビジネス教育訓練所株式会社

実は逆効果だった⁉間違ったストレス解消法



eラーニングと集合研修の違い

　
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
言
葉

が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン

飲
み
会
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
我
々
の
生
活
は
大

き
く
様
変
わ
り
を
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
仕
事
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク

が
普
及
し
、
研
修
も
こ
れ
ま
で
と

同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自

社
の
勤
務
体
系
や
状
況
に
合
わ
せ

た
研
修
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
で

し
ょ
う
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
集

合
研
修
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
違
い

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
そ
も
そ
も
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
情
報
技
術
を
用
い
て
行
う
学

習
や
学
び
の
事
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
も
広
く
知
ら
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
一
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
ｅ

-

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
に
よ
り
、
幅

広
い
層
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と

集
合
の
比
較
」
の
表
の
項
目
を
見

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

■
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト 

　
企
業
側
に
と
っ
て
取
り
組
み
や

す
い
の
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
、
費

用
が
比
較
的
安
価
で
「
い
つ
で

も
」
「
ど
こ
で
も
」
「
何
度
で
も
」

と
い
う
点
が
人
気
で
す
。
最
近
は

多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
、
学
ぶ
意
欲
の
高
い
人
に

と
っ
て
は
嬉
し
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
場
合
、
不
明
な
点
が
あ
っ
て

も
そ
の
時
に
気
軽
に
質
問
出
来
な

か
っ
た
り
、
自
分
に
対
し
講
師
や

他
者
か
ら
の
客
観
的
な
意
見
を
も

ら
う
機
会
が
な
い
た
め
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
い
と

い
う
点
も
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
集
合
研
修
は
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
比
べ
費
用
が
割
高
で
講

師
の
確
保
や
日
程
の
調
整
、
人
選

等
で
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
践
を
伴
う
学
習
の
場
合

は
、
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
、
気
軽
に
質
問
出
来
る
た
め

理
解
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
又
、
他
者
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
受
け
ら
れ
る

た
め
、
客
観
的
に
自
分
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
出
来
た
り
、
他
の
参

加
者
と
関
わ
る
こ
と
で
刺
激
と
な

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
も

期
待
出
来
ま
す
。 

■
研
修
で
伸
び
る
企
業
の
共
通
点 

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
集
合
研
修
の

違
い
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、

最
後
に
研
修
で
伸
び
て
い
る
企
業

の
共
通
点
を
二
つ
挙
げ
ま
す
。 

一
つ
目
は
研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー

を
し
っ
か
り
行
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
先
輩
や
上
司
が
フ
ォ
ロ
ー
面

談
を
行
い
、
今
後
会
社
で
や
り
た

い
こ
と
や
達
成
し
た
い
目
標
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
そ
れ
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。
又
、
フ
ォ
ロ
ー
面
談

も
定
期
的
に
行
い
、
効
果
の
定
着

化
を
図
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
、
複
数
の
研
修
を
上

手
に
利
用
し
て
い
る
点
で
す
。
目

的
や
状
況
に
応
じ
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
集
合
研
修
を
使
い
分
け
、
効

果
が
上
が
る
よ
う
計
画
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
「
年
間
の
教
育
費
は
、
売
上
の

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け
る
べ
き
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
育
の

差
が
人
材
の
差
と
な
り
、
業
績
の

差
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
中
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
計
画
的
に
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
（
佐
藤
）

■今後の研修日程　 
◯ビジネス特訓４日間合宿…　９月１３日～１６日（延長あり） 
◯営業マン特訓５日間合宿…１０月　３日～　７日（延長あり） 
◯管理者実践４日間合宿…　１０月１９日～２２日（延長なし） 
◯営業マン実践３日間合宿…１１月　５日～　７日（延長なし） 
　※参加希望の方は事前にお問い合わせください。

 ビジネス教育訓練所オンライン研修 
 ｅ訓練 ビジネス基礎コース 
 近日始動！ ご期待下さい！

「使い分け」で差をつける！ 
  社員教育を効果的に行うために

■コロナ禍でも学びたい、学ばせたい！ 
　「３つの密を避けましょう！」コロナ発生後は、ク
ラスター（集団）感染のリスクを無くすため、当社で
も予定していた研修の延期・中止、自粛をせざるを得
ない状況でした。しかし、「少人数だが新人研修をや
りたい」「管理者研修の次の開催はいつ？」等の声が
寄せられたり、延期していた研修を実施すると参加者
からは「実は研修を楽しみにしてました」という人も
いて、大変ありがたく元気をいただきました。そし
て、コロナ禍でも「学びたい」「学ばせたい」という
お客様の気持ちに応えたいという思いから、新たな研
修開発がスタートしました。 

■HYBRID型研修「ｅ訓練」誕生 
　当社の研修は合宿研修がメインのため、３密を避け
るには色々とハードルがありました。コロナに対し十
分な対策を立てていても、参加される方によっては
「それでもまだ集合研修は不安」と思っている方もい
ます。お客様が不安を感じることなく、学べる環境が
ないものかと考えて行き着いたのが、ｅラーニングと
集合研修の融合でした。ｅラーニングと集合訓練、そ
れぞれのメリットを活かし、コロナ禍でも研修効果が
上がるように作り上げたのが「ｅ訓練」です。 

■オンラインで非対面、コロナ禍でも安心 
　ｅ訓練は、全てオンライン、非対面で行います。
ネット環境が整っていれば、職場や自宅、移動時間等
の隙間時間で、気軽にビジネスの基礎を学ぶことが出
来ます。「研修には参加したいがコロナが不安」とい
う方にも安心して学んでいただけます。 

■ステップアップ式で自分のペースで学べる 
　ｅ訓練は、課題をクリアしたら次の課題に進むス

テップアップ式です。まとまった時間に集中して取り
組むことも出来ますし、１日１課題短時間で少しずつ
進めることも出来ますので、自分のペースで取り組む
ことも出来ます。忙しい方でも隙間時間を使って学ぶ
ことが出来ます。 

■やり切るクセをつける目標達成プログラム 
　ｅ訓練では、有言実行出来る力を身につけるため、
目標達成プログラムに取り組んでもらいます。学んだ
ことをベースに職場で実践していく目標を作成しても
らい、達成に向けて取り組んでもらいます。定期的に
進捗状況について報告してもらい、状況に合わせてア
ドバイスし、自分でやり切る力が身につくよう支援し
ます。 

■ビジネス教育訓練所の新たな挑戦 
　研修で使用する動画撮影やテキスト作成、テストの
解説作成等を通して、普段の研修を見直すきっかけと
なりました。新たにスタートするｅ訓練は私たちに
とって新たな挑戦となります。ｅ訓練とこれまでの合
宿訓練は別物ですので、得られる効果も違いますが、
メニューが増えた分、より多くのお客様の要望に応え
られると考えております。今後も私どもの研修をご活
用いただけますよう、宜しくお願い致します。

「eラーニング」＋「集合研修」

項　目 eラーニング 集合研修

調整の手間 手間が掛からない 日程・場所・講師・内容
等、調整で手間が掛かる

学習ペース 自分のペースで出来る ある程度他の参加者とペ
ースを合わせる必要あり

コ　ス　ト コストを抑えやすい 人的・時間的コストが掛
かる

実践を伴う学習 不向き 向いている

質　　　問 その場で質問出来ない 分からないところはすぐ
質問出来る

フィードバック 他者からのフィードバッ
クがもらえない

講師・他者からフィード
バックがもらえる

モチベーション モチベーションの維持が
難しい

モチベーションの向上が
期待出来る

■eラーニングと集合研修の比較

HYBRID型研修 e訓練
コロナに負けるな！学ぶ意欲は止められない「ｅ訓練」

社員教育に関するお悩み・
ご相談は是非とも当社まで
ご連絡下さい。


